
 

 

 

前期中間考査が終わり、とうとう宮一は本格的な「歌合戦」の季節を迎えます。その一方で、3年次生は課外講習が

スタートし、全年次で模擬試験が実施されます。6月最終週末に 3年次の進研マーク模試が、そして、全年次で 7月 1

週目の週末に進研模試が行われます。模試は受験した後が大事です。今回できなかったところは全てできるように徹

底的に復習をしましょう。現時点の偏差値よりも弱点分野の補強に目を向けてください。学校行事や部活動の忙しさ

を理由に学業をおろそかにしないのが、本当の「自主自律」です。何事にも全力で、最後まで頑張りましょう！ 

７月の「総合的な学習の時間」 ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ 

 1 年次：自己理解と社会を知る 2 年次：社会と学問の関係を知る 3 年次：志望校研究 

7/5 オープンキャンパス準備① 研修旅行② オープンキャンパス参加計画① 

7/12 オープンキャンパス準備② オープンキャンパス参加計画 オープンキャンパス参加計画② 

7/27 東北大学オープンキャンパス参加 オープンキャンパス参加 オープンキャンパス参加 

７月はオープンキャンパスへの参加準備が主要な内容になります。1 年次生は東北大学、２・３年次生は志望

校のオープンキャンパスへ参加することになります。「総合的な学習の時間」としてオープンキャンパス参加を

設定していますが、関心がある大学のオープンキャンパスには参加してきてください。３年次生になってからで

は受験勉強が忙しくなるので、ゆっくり大学を見学する時間はとれなくなります。大学というものを知るために

も、志望学部を決めるためにも、入学後のミスマッチをなくすためにも、学習意欲を高めるためにも、積極的に

参加しましょう。保護者の方にもいっしょにきてもらうと、その大学を多角的に知ることができます。また、Ａ

Ｏ・推薦をちょっとでも考えている大学があるのなら、必ず参加しておくべきです。案内係の大学生などから、

直接、入試に関する情報を得ることができる場合もあります。どうしてもオープンキャンパスに行けない場合は、

大学構内や周辺を見学して雰囲気を確認しておくだけでも志望校を決める材料になります。 

皆さんの先輩たちの話を聞くと、同じ大学でも、人によってずいぶん違った印象を受けるようです。例えば関

東圏のある国立大学のオープンキャンパスに参加した生徒Ａは、その大学を第一志望にしていたのですが、「こ

んな田舎だと思わなかった」ので志望校からはずしました。一方で、同じオープンキャンパスに参加した生徒Ｂ

は「設備も整っており、研究に集中できそうな環境で、とても魅力を感じた」ため第一志望に定め、見事、合格

を果たしました。直接、自分で大学を見て、話を聞いて、様々なことを感じてくることが大事です。 

オープンキャンパスの開催日時（東北大学以外の北海道・東北・関東の国立大学と一部公立大学） 

大学名 開催日時 大学名 開催日時 

北海道大学  8/7 8/8   東京医科歯科大学  7/28 7/29 

弘前大学  8/8 東京学芸大学  7/23   

岩手大学  8/10 東京工業大学  8/11  

秋田大学  7/30（国際資源、教育、理工） 7/30 （医） 東京農工大学 7/23･26･30 8/5･8･9･10（農）8/4･5(工) 

山形大学  7/30（農・工以外） 7/31（農）8/5（工）  横浜国立大学 8/5 8/6 

福島大学  8/7 宮城大学 7/24（食産業学群） 

筑波大学  8/6 8/7 8/11（学群により異なる） 首都大学東京 7/30(全) 8/8(健康福祉)8/21(システム) 

埼玉大学  8/8（教育学部）  8/9（理学部、工学部）

8/10（教養学部、経済学部）  

横浜市立大学 8/9(国際総合科(理系)）8/10(国際総合

科(文系)) 8/20(医学部-看護学科) 

東京大学  8/3 8/4  

※詳細は各大学 HP等で確認してください。 
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推薦入試は、主に３年間の学業成績や活動実績から「この生徒なら推薦に値する」と判断された生徒を校長が各大

学に推薦するというものです。一方、ＡＯ入試は学力検査だけの選考ではなく、書類審査や時間をかけた丁寧な面談、

面接などを組み合わせた入試です（「自己推薦」という名称などを用いることもある）。学校からの推薦は必要ありま

せんが、ここ数年、評定平均値（注①）の基準を設定したり、英検や TEAP などの英語外部検定（注②）の成績を利

用したり、学力試験やセンター試験を課したりして、一定の基礎学力をもっていることが前提となる方式が定着しつ

つあります。ただ、最も必要とされるのは、書類審査や面談・面接でのアピール・ポイントです。東北大学のＡＯⅡ

（注③）では評定平均値が高くても不合格の場合があります。逆に、評定平均値が最低ラインでも学問に対する熱意

や高校時代に活動した実績を十分にアピールできた生徒は合格を勝ち取ることもあるのです。（「進路の手引き」p.24

～29、P.61 参照） 

面接やプレゼンテーションなどのテクニックの面は、それほど時間をかけなくても十分に対応できます。しかし、「経

験」や「思考力」については高校生活をいかに過ごしたかに大きく関わってくるのです。「科学者の卵養成講座」や「コ

スモスゼミ」（大学の講義聴講）・サイエンスカフェ・ボランティア活動・部活動・短期留学などに参加した、英検な

どに取り組み英語の総合力を向上させた、日々の生活の中で何かに対して関心を持ち続けた、そして、大学で学びた

いことをはっきりと言うことができる、ということが大事なのです。学校ではできるだけ多くの情報を皆さんに紹介

しています。ＡＯに関わらず、それらの情報を活用し、この夏休み、色々なことに積極的にチャレンジしていきまし

ょう。 

 注①：１～３年次末の成績表の評定（５，４，３，２・・）をすべて平均したもの。東北大のＡＯⅡでは 4.3 以上を出願

要件としている学部が多い。 

 注②：英語の４技能（聞く・話す・読む・書く）を測る試験のことで、ケンブリッジ英検、GTEC、英検、IELTS、TEAP、

TOEFL、TOEIC など。大学入試に活用される動きが広がっているが、大学入試のために受検するのではなく、

総合的な英語力を測定し、実力向上のために受検するものと考えたほうがよい。大学入学後の授業や、将来

の仕事において有効である。 

注③：東北大学は、全国的にもＡＯ入試に積極的な大学である。ＡＯⅡは大学入試センター試験を課せられないが評定平

均値が出願要件にあり、筆記試験や面接試験、出願書類の提出などが課せられる。ＡＯⅢはセンター試験と面接試

験や出願書類の提出なども課せられるがセンターの比重が大きくなっている。東北大学では将来的には定員の 30％

をＡＯ入試で募集する予定。詳しくは募集要項で確認すること。下の表は平成 29 年度入試の東北大学の定員・募

集人員である。 

 文 教 法 経済 理※ 医・医学 医・保健※ 歯 薬 工※ 農 

入学定員 210 70 160 260 324 135  144    53 80 810 150 

募
集
人
員 

一般 190 60 138 185+30※ 222 120  112  43 60 567 114 

AOⅡ 20    58     122 20 

AOⅢ  10 22 45 44 15  32  10 20 121 16 

   ※理学部・医学部保健学科・工学部は各学科あるいは各専攻の総人数を記載した。経済学部については、一般前期日程の定

員が 185 名、一般後期日程の定員が 30 名である。 
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進路資料を活用しよう！！ その３・・・大学の資料・パンフレット 

インターネットで十分・・・という人も多いかもしれませんが、大事な内容について

は紙面でしっかり確認しておきたいものです。奨学金の制度、受験日程や受験科目、

受験会場など、まず、進路室にある資料で確認してみましょう。わからないところは

担任や進路指導部の教員に質問してください。本当に必要となったら、各自で取り寄

せて手元においておくようにしましょう。オープンキャンパスの事前研究にも資料と

して使えます。 
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